
禦こうふ

汗
ぶ
る
ぶ
る

大
根
で
満
載
に
な
っ
た
ト
ラ
ッ
ク

か
ら
一
生
懸
命
、
箱
を
お
ろ
し
て
い

る
の
は
米
沢
小
学
校
の
五
年
生
、
川

上
加
奈
子
さ
ん
。

七
月
十
日
、
第
二
土
曜
日
は
学
校

は
休
み
。
そ
の
休
み
の
日
、
お
父
さ

ん
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
、
汗
ぶ
る
ぶ

る
で
す
。
「
雨
が
続
い
て
、
今
は
た
く
さ
ん

出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
」
　
と
答
え
て

く
れ
た
の
は
、
お
父
さ
ん
の
川
上
仁

さ
ん
（
御
机
）
。

新
装
に
な
っ
た
、
こ
こ
美
用
の
集

出
荷
施
設
に
は
大
き
な
屋
根
と
野
菜

の
予
冷
庫
が
完
備
さ
れ
、
こ
れ
か
ら

京
阪
神
市
場
を
中
心
に
江
府
町
特
産

の
野
菜
が
ど
ん
ど
ん
出
荷
さ
れ
、
店

頭
を
に
ぎ
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

江
府
町
の
野
菜
は
川
上
さ
ん
一
家

の
よ
う
な
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
家
族
の
味

も
い
っ
ぱ
い
ふ
く
ま
れ
て
、
食
べ
る
人

の
舌
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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≡
≡

任
期
満
了
に
伴
う
江
府
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
及
び
江
府
町
長
選

挙
が
六
月
十
五
日
に
告
示
さ
れ
、
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
い
て
、

定
数
十
四
人
の
み
の
立
候
補
届
け
出
で
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
が
、

町
長
選
挙
は
二
人
の
立
候
補
が
あ
り
、
五
日
間
の
選
挙
戦
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

六
月
二
十
日
に
即
日
開
票
が
行
わ
れ
、
投
票
総
数
三
、
二
八
二
票

に
対
し
て
有
効
投
票
三
、
二
六
二
票
で
最
終
投
票
率
九
二
・
〇
一
％

（
前
回
九
五
・
七
〇
％
）
の
結
果
、
河
上
貞
也
氏
（
宮
市
＝
五
十
二
歳
）

九
一
八
票
、
福
田
正
臣
民
（
江
尾
＝
六
十
八
歳
）
二
、
三
四
四
票
で
福

田
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
町
政
二
期
目
を
担
当
さ
れ
る
福
田
町
長
が
七
月
八
日
、

初
議
会
で
所
信
表
明
演
説
さ
れ
た
全
文
と
、
新
町
議
会
議
員
の
顔
ぶ

れ
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

一

町
民
と
の
「
対
話
」
を
中
心
に
す
え
て

＝
「
公
正
・
公
開
・
参
加
」
の
町
政
の
基
本
理
念
＝

議
長
の
お
許
し
を
頂
き
、
本
日
こ

こ
に
町
議
会
議
員
並
び
に
町
長
改
選

に
伴
う
初
の
町
議
会
の
開
会
に
あ
た

り
ま
し
て
、
ご
当
選
の
お
慶
び
と
と

も
に
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
本
会

議
を
通
じ
、
町
民
皆
様
の
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

今
回
の
任
期
満
了
に
伴
う
通
常
選

挙
に
あ
た
り
ま
し
て
、
議
員
の
皆
様

に
は
町
民
の
信
任
を
得
ら
れ
、
ご
当

選
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
心
よ
り

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

加
え
て
、
本
年
六
月
は
江
府
町
発

足
満
四
十
周
年
の
大
き
な
節
目
で
あ

り
、
奇
し
く
も
こ
れ
の
第
十
一
回
議

会
議
員
選
挙
が
江
府
町
初
の
無
投
票

で
あ
り
ま
し
た
だ
け
に
議
員
各
位
の

感
激
は
ひ
と
し
お
深
い
も
の
が
あ
る

と
存
じ
ま
す
。
と
同
時
に
、
今
後
町

民
の
大
き
を
期
待
と
注
視
の
な
か
に
、

そ
の
責
務
は
極
め
て
重
大
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
栄
あ
る
ご

当
選
は
有
権
者
の
無
言
の
信
任
の
意

志
で
も
あ
る
こ
と
に
思
い
を
い
た
さ

れ
世
論
の
代
弁
者
と
し
公
人
と
し
て

お
互
い
に
公
私
の
別
を
明
ら
か
に
し
、

地
方
自
治
振
興
の
た
め
真
心
の
こ
も

を
第
一
に

を
ひ
ら
く
…
町
長
・
町
議
会
議
員
決
ま
る

っ
た
町
政
を
心
か
ら
念
願
い
た
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
私
自
身
も
初
心

を
忘
れ
ず
、
心
新
た
に
、
引
き
続
き

議
会
制
民
主
主
義
を
守
っ
て
参
り
ま

す
こ
と
も
初
議
会
冒
頭
に
あ
た
り
、

重
ね
て
お
誓
い
い
た
す
も
の
で
あ
り

ま
す
。
な
お
、
申
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
町

長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
議
員
皆

様
か
ら
心
か
ら
な
る
ご
支
援
ご
激
励

を
賜
り
、
私
も
強
く
深
く
肝
に
銘
じ

皆
様
の
ご
厚
情
を
大
き
を
力
と
し
糧

と
し
今
後
の
町
政
執
行
に
生
か
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

ご
承
知
頂
き
ま
す
よ
う
に
、
大
き

な
政
策
論
争
の
な
い
町
長
選
挙
で
あ

り
ま
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
選

の
栄
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
感

激
と
喜
び
、
こ
れ
に
過
ぐ
る
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
う
え
は
町
民
皆
様
に
訴
え
て

参
り
ま
し
た
町
政
の
主
役
で
あ
り
ま

す
町
民
を
中
心
に
す
え
た
　
『
対
話
と

協
調
』
　
と
地
方
自
治
の
原
点
で
あ
る

『
公
正
・
公
開
・
参
加
』
　
の
町
政
担

当
の
基
本
理
念
を
更
に
深
く
心
に
刻

み
抱
負
と
公
約
を
守
る
た
め
、
行
動

と
実
践
を
通
じ
て
町
民
皆
様
の
信
頼

と
付
託
に
こ
た
え
る
べ
く
不
退
転
の

決
意
で
生
き
生
き
と
し
た
町
づ
く
り

に
む
け
心
血
を
注
ぐ
覚
悟
で
あ
り
ま

す
。
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何
卒
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
、
更
に
私
の
一
挙
手
一
投

足
に
ご
遠
慮
の
な
い
ご
指
導
ご
鞭
樋

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上

け
ま
す
。

こ
こ
に
、
第
二
期
町
政
担
当
に
あ

た
り
施
政
の
方
針
等
を
申
し
上
げ
る

の
が
、
本
意
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年

三
月
定
例
町
議
会
を
通
じ
て
平
成
五

年
度
歳
入
歳
出
予
算
並
び
に
行
財
政

方
針
の
な
か
で
述
べ
た
と
お
り
本
年

度
中
途
、
町
議
会
町
長
任
期
更
新
に

伴
い
、
義
務
的
経
費
を
中
心
に
骨
格

予
算
編
成
が
当
然
の
良
識
で
あ
る
こ

と
は
重
々
承
知
い
た
し
て
お
り
ま
す

が
、
ご
承
知
の
と
お
り
特
に
昨
年
来

国
、
県
の
信
頼
と
支
援
に
よ
り
ま
す

ほ
場
整
備
を
は
じ
め
予
冷
庫
、
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
等
の
生
産
関
連
基
盤
整

備
、
集
落
排
水
、
集
会
所
等
生
活
環

境
整
備
の
た
め
の
農
業
農
村
活
性
化

農
構
事
業
、
中
山
間
地
域
活
性
化
事

業
、
文
教
施
設
の
建
設
さ
ら
に
地
域

福
祉
推
進
町
、
ふ
る
さ
と
、
地
域
づ

く
り
と
ジ
ゲ
お
こ
し
、
や
さ
し
い
町

づ
く
り
事
業
を
は
じ
め
国
道
昇
格
に

伴
う
道
路
、
橋
梁
改
良
、
町
内
五
カ

所
に
わ
た
る
河
川
整
備
と
親
水
公
園

等
、
十
指
に
あ
ま
る
大
型
指
定
の
助

成
、
継
続
事
業
が
山
積
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
八
法
の
一
部
改
正
と

と
も
に
念
願
の
老
人
福
祉
全
施
設
六

機
能
が
連
動
す
る
大
切
を
初
年
度
で

も
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
国
の
緊
急
経
済
景
気
対

策
を
柱
と
す
る
公
共
事
業
七
五
％
前

倒
し
に
よ
る
年
度
当
初
の
早
期
発
注

が
強
く
要
請
さ
れ
る
な
か
で
六
月
選

挙
が
終
り
次
第
、
七
月
新
任
期
と
と

も
に
本
格
予
算
編
成
は
不
可
能
で
あ

り
ま
す
。

私
は
可
能
を
限
り
昨
年
末
以
来
、

国
、
県
と
の
当
年
度
事
業
の
認
定
協

議
に
よ
る
補
助
金
申
請
、
さ
ら
に
過

疎
、
辺
地
、
義
務
教
育
債
の
承
認
等

の
見
透
し
の
上
に
、
平
成
五
年
度
も

引
き
続
き
一
層
の
町
民
生
活
の
安
全

と
健
康
、
福
祉
の
向
上
に
向
け
積
極

的
を
年
間
予
算
を
編
成
い
た
し
て
▲
月

定
例
議
会
で
全
会
一
致
ご
承
認
を
い

た
だ
き
、
す
で
に
町
報
、
議
会
だ
よ

り
区
長
会
等
を
通
じ
て
町
民
各
位
に

は
周
知
徹
底
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
新
任
議
員
に
は
お
渡
し
い

た
し
て
お
り
ま
す
資
料
に
よ
り
事
情

ご
賢
察
い
た
だ
き
格
別
な
る
ご
理
解

と
、
お
許
し
を
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
国
、
県
の
認
定
に

よ
り
ま
す
今
、
大
型
社
会
資
本
の
条

件
整
備
、
生
産
、
生
活
関
連
事
業
が

全
町
に
わ
た
っ
て
建
設
の
最
盛
期
を

迎
え
、
新
し
い
町
づ
く
り
に
む
け
て

の
行
財
政
需
要
の
ピ
ー
ク
の
年
が
続

い
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
一
面
、
健
全
を
財
政
体
質

を
常
に
念
頭
に
お
き
、
限
ら
れ
た
財

源
の
重
点
的
を
配
慮
に
加
え
時
代
の

要
請
と
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
な

が
ら
も
、
長
期
的
展
望
に
立
ち
各
種

施
策
に
つ
き
ま
し
て
も
優
先
順
位
の

厳
し
い
選
択
に
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

江
府
町
第
二
次
総
合
計
画
も
あ
と

．
▲
一
カ
年
を
残
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
が
計
画
の
実
施
と
実
現
を
期
す
る

の
が
、
町
長
の
大
き
を
役
割
で
も
あ

り
ま
す
。

五
項
目
の
緊
急
課
題
に
全
力
を

＝
第
二
期
町
政
担
当
に
あ
た
っ
て
＝

こ
こ
に
、
私
の
第
二
期
町
政
担
当

の
初
議
会
に
あ
た
り
五
項
目
の
緊
急

政
策
課
題
に
つ
き
、
所
信
の
一
端
を

申
し
述
べ
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

庁
舎
建
設
計
画

梓
に
総
合
計
画
に
の
る
う
ち
で
県

下
市
町
村
の
な
か
で
と
り
残
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
が
、
庁
舎
建
築
で
あ
り

ま
す
。
庁
舎
は
市
町
村
の
顔
で
あ
り
、

町
民
の
拠
点
で
あ
り
、
行
政
の
シ
ン

ボ
ル
で
も
あ
り
ま
す
。
町
民
サ
ー
ビ

ス
、
接
遇
及
び
職
員
の
意
識
の
高
揚

か
ら
い
た
し
ま
し
て
も
又
、
現
在
の

複
雑
多
岐
に
わ
た
る
膨
大
な
近
代
行

政
需
要
の
場
と
し
て
も
現
庁
舎
は
極

め
て
狭
あ
い
、
加
え
て
耐
用
年
数
も

過
ぎ
て
お
り
ま
す
。
各
方
面
か
ら
も

町
民
皆
様
か
ら
も
庁
舎
改
築
の
強
い

要
望
も
承
知
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
与
え
ら
れ
た
任
期
中
の
重
要

政
策
課
題
と
し
て
平
成
七
年
度
計
画

に
の
る
庁
舎
建
設
の
実
現
に
向
け
議

会
ご
当
局
の
格
別
を
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。つ
き
ま
し
て
は
、
可
及
的
早
い
時

期
に
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
等

の
構
成
に
よ
り
建
設
予
定
地
、
規
模
、

構
造
、
年
次
を
含
め
財
政
計
画
等
建

議
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

若
者
定
住
対
策

若
者
調
査
か
ら

次
に
、
私
は
政
策
担
当
の
基
本
に

ま
ず
完
全
に
近
い
実
態
調
査
と
住
民

意
識
の
把
握
を
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
。

今
、
全
国
農
山
村
の
最
大
課
題
で

あ
り
ま
す
、
人
目
増
対
策
、
な
か
ん

ず
く
若
者
の
定
住
、
後
継
者
、
花
嫁

対
策
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
こ
れ
が

農
業
委
員
会
に
諮
問
に
よ
る
答
申
に
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応
え
ま
し
て
役
場
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
検
討
も
加
え
つ
つ
、
平
成

元
年
度
全
町
意
識
調
査
に
引
き
続
き
、

去
る
平
成
五
年
三
月
一
日
現
在
に
お

け
る
町
内
十
五
歳
か
ら
三
十
歳
ま
で

の
六
百
四
十
四
人
、
更
に
四
月
末
、

二
十
歳
か
ら
三
十
六
歳
に
わ
た
る
青

年
男
女
に
対
し
て
無
作
為
抽
出
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
町
内
の

若
い
人
た
ち
の
率
直
を
意
識
を
み
ま

す
と
大
人
、
行
政
側
と
の
ズ
レ
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

（
六
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。
）

つ
き
ま
し
て
は
本
年
九
月
定
例
町
議

会
提
案
を
目
標
に
　
『
行
政
調
査
会
に

諮
問
』
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
所
存

で
あ
り
ま
す
。

リ
ゾ
ー
ト
開
発
対
策

麺
行
財
政
改
革
の
推
進

次
に
行
財
政
改
革
で
あ
り
ま
す
。

国
、
地
方
と
も
ま
す
ま
す
行
財
政

の
厳
し
い
環
境
の
中
に
あ
っ
て
、
行

政
事
務
も
複
雑
多
岐
に
わ
た
り
、
多

様
化
す
る
時
代
と
と
も
に
住
民
要
望

も
高
度
化
し
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
町
村
の
主
体
的
、
自
主

独
創
的
を
単
独
事
業
助
成
の
大
幅
を

拡
大
と
奨
励
の
中
に
あ
っ
て
今
こ
そ
、

市
町
村
間
の
知
恵
と
工
夫
、
積
極
的

を
自
ら
汗
を
流
し
て
競
い
合
う
時
代

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
寸
時
の
油
断

と
停
滞
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
引
き
続

き
、
町
行
政
組
織
、
機
構
、
定
数
の

見
直
し
、
職
員
資
質
と
意
識
の
向
上
、

積
極
的
な
や
る
気
取
醸
成
等
、
一
般

行
政
経
費
の
合
理
化
を
含
め
第
一
次

改
定
と
し
て
行
政
機
構
定
数
是
正
に

次
に
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
対
策
で
あ

り
ま
す
。

総
合
保
養
地
域
整
備
法
い
わ
ゆ
る

リ
ゾ
ー
ト
法
に
も
と
づ
く
鳥
取
県
に

お
け
る
特
定
地
域
『
ふ
る
さ
と
大
山

ふ
れ
あ
い
リ
ゾ
ー
ト
構
想
』
　
が
国
か

ら
承
認
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
江
府
町
に
お
き
ま
し
て

は
ご
承
知
の
よ
う
に
奥
大
山
チ
ロ
ル

の
里
構
想
も
策
定
し
、
自
然
を
生
か

し
た
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
整
備
は
本
町

将
来
の
命
運
を
か
け
た
大
事
業
で
あ

り
ま
す
。

企
業
進
出
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
等

地
域
活
性
化
の
期
待
も
大
で
あ
り
ま

す
が
、
自
然
環
境
、
住
民
意
識
等
の

課
題
も
存
在
す
る
事
実
も
あ
ろ
う
か

と
存
じ
ま
す
の
で
、
将
来
に
悔
い
を

い
よ
う
進
め
る
た
め
に
も
懸
案
の
『
ふ

る
さ
と
大
山
ふ
れ
あ
い
リ
ゾ
ー
ト
し

の
重
点
整
備
地
区
で
あ
る
①
『
大
河

原
地
区
』
　
の
調
和
の
あ
る
開
発
へ
の

方
向
性
。
同
じ
く
重
点
地
区
の
②

『
宮
市
地
区
』
　
の
整
備
計
画
の
検
討

さ
ら
に
、
　
『
奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
核

づ
く
り
計
画
』
　
の
年
次
計
画
整
備
と

．

運
営
方
式
。
④
本
年
度
策
定
の
下
蚊

屋
高
原
ダ
ム
を
核
と
し
た
周
辺
整
備

と
俣
野
川
ダ
ム
か
ら
大
山
鏡
ケ
成
地

域
に
わ
た
る
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
実

施
計
画
。
以
上
の
四
項
目
等
い
ず
れ

も
関
連
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
急
に

議
会
ご
当
局
を
は
じ
め
地
域
住
民
、

町
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
い
た
だ
く

た
め
の
調
査
検
討
の
機
関
を
設
置
い

た
だ
き
慎
重
を
対
応
に
よ
り
、
具
体

的
に
実
施
可
能
な
方
途
を
見
出
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ご
み
処
理

焼
却
場
建
設
計
画

次
に
、
本
年
度
予
算
を
通
じ
て
、

ご
み
処
理
場
・
焼
却
場
の
老
朽
化
に

よ
る
平
成
六
年
度
建
設
に
向
け
調
査

費
を
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、

本
年
度
に
入
り
日
野
町
長
よ
り
二
町

に
よ
る
公
益
処
理
場
建
設
の
要
望
を

承
り
ま
し
た
が
、
建
設
地
、
建
設
事

業
費
、
将
来
に
わ
た
る
運
営
管
理
等

の
効
率
化
等
の
た
め
に
も
町
議
会
と

も
ど
も
に
早
急
を
検
討
対
応
を
急
ぎ

た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
初
町
議
会
に
あ
た
り
ま
し

て
、
お
祝
詞
と
併
せ
、
先
の
平
成
五

年
度
行
財
政
方
針
に
加
え
当
面
す
る

政
策
課
題
に
つ
き
所
信
と
決
意
の
．

端
を
申
し
述
べ
、
議
会
ご
当
局
の
格

別
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
し
け
ま
す
「
一

議
　
長
佐
々
木
　
正
氏

さ
．
亡
る

副
議
長
森
田
　
智
氏

七
月
八
日
、
初
議
会
が
行
わ
れ
て

町
議
会
議
員
の
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
な

ど
の
役
員
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

■
議
長
佐
々
木
　
正

■
副
議
長

森
田
　
哲

■
総
務
常
任
委
員
会
委
員

◎
川
端
雄
勇
　
○
加
藤
寛
治

白
石
秀
之
　
　
住
田
孝
治

森
川
　
智

■
経
済
建
設
常
任
委
員
会
委
員

◎
川
上
和
人
　
○
長
岡
邦
一

遠
藤
量
之
　
　
中
村
異
性
雄

本
高
親
雄

』
教
育
民
生
常
任
委
員
会
委
員

◎
田
中
幹
啓
　
○
浜
本
仲
介

佐
々
木
　
正
　
藤
田
孝
義

■
議
会
運
営
委
員
会
委
員

◎
日
石
秀
之
　
○
遠
藤
n
旦
之

住
出
孝
治
　
　
中
村
眞
佐
雄

■
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
議
会
議

員佐
々
木
　
正

■
日
野
町
・
江
府
町
・
日
南
町
三
町
衛

生
施
設
組
合
議
会
議
員

白
石
秀
之
　
　
住
田
孝
治

中
村
眞
佐
雄

■
消
防
委
員

本
高
親
雄
　
　
川
端
雄
勇

加
藤
寛
治
　
　
長
岡
邦
一

■
表
彰
審
議
会
委
員

白
石
秀
之

住
田
孝
治

藤
田
孝
義

■
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

中
村
眞
佐
雄
　
　
本
高
親
雄

田
中
幹
啓

■
山
荘
甘
酒
茶
屋
運
営
委
員
会
委
員

藤
凹
孝
義

田
中
幹
啓

川
端
雄
勇

加
藤
寛
治

川
上
和
人

■
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
審
査
委
員

会
委
員

森
田
　
智
　
　
川
端
雄
勇

長
岡
邦
一

■
社
会
教
育
委
員
会
委
員

中
村
眞
佐
雄
　
　
川
上
和
人

浜
本
伸
介

■
集
会
所
運
営
審
議
会
委
員

藤
田
孝
義
　
　
川
端
雄
勇

田
中
幹
啓

■
監
査
委
員

本
高
親
雄

■
市
民
農
園
運
営
審
議
会
委
員

遠
藤
崖
之
　
　
川
上
和
人

■
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員

凹
中
幹
啓
　
　
浜
本
伸
介

（
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
）



（5）≪　町　議　会　議　員　の　顔　ぶ　れ　≫

一各投票所の投票率
投　 票　 所 当日有権者レ＼1 投票者 困 投票率 （％1

山村開発センター 9 8 1 8 9 2 9 0 ．9 3

佐　 川　 会　 館 2 2 2 1 9 4 8 7 ．3 ミ）

上 棉 椋 公艮舘 1 1 0 1 0 6 9 6 ．3 6

明 倫　 ′ト 学 校 3 5 7 3 2 3 9 （）∴4 8

池 の 内 会 館 1 6 9 1 5 4 9 1 ．1 2

rl の　 言．仁含 舘 1 9 1 1 7 7 0 2 ．6 7

宮市構造改善センター 8 5 8 4 9 8 ．8 2

‘．キ市 煩 公民館 5 7 5 5 9 6 ．4 9

肋沢引削集会施設 6 6 6 3 9 5 ．‘1 5

卜蚊尾集会施．設 1 1 9 1 1 2 9 4 ．1 2

l日 脚 机 分 校 1 5 1 1 3 4 8 8 ．7 4

美 間　公 は 館 1 3 6 1 3 1 9 6 ．3 2

杉 谷 公 民 館 8 3 7 3 H 7 ．0 5

H i¶　 会　 館 1 6 0 1 5 （） （）3 ．7 5

申大河原隻荷施ぷ 1 0 4 9 9 9 1 1 リ

吉 原　公 民 館 1 1 2 1 0 6 9 ′1 ．（ト1

袋 原　 公 民 館 4 7 ∠1 6 9 7 ．8 7

小 原 公 民 館 6 5 6 1 9 3 ．8 5

卜 安 井 会 館 9 9 8 7 8 7 ．8 8

久 遠　 集　会 所 1 1 1 1 0 7 9 6 ．4 0

洲 河 崎 会 館 1 4 2 1 2 8 9 0 ．1 4

計 3 ，5 6 7 3 ，2 8 2 9 2 ．0 1

前回 （平成元年） 3 ，7 9 0 3 ．6 2 7 9 5 ．7 0
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700人に聞きました

青
年
は
江
府
町
を

ど
う
み
て
い
る
の
だ
ろ
う

●
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
●

鞠
定
住
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
。
と
に

力
を
入
れ
る
べ
き
か

第
一
位
、
保
健
医
療
の
充
実
等
一
位
、
商
業
の
淫
化
諾

J
h
J
r
J
ト
J
h
ィ
し
．
、
ト
ィ
ト
．
い
打
．
U
J
．
、
ィ
h
J
√
′
√
r
J
ィ
、
ィ
L
ィ
h
J
h
．
・
L
J
）
．
、
し
．
h
ノ
ト
．
h
ノ
ト
．
、
J
h
い
い
ノ
ト
．
h
r
．
h
J
h
．
h
ノ
し
．
ト
．
・
ト
．
ト
J
h
．
ト
ノ
ト
．
、
J
L
．
，
．
・
ト
．
1
㌦
，
．
し

本
年
三
月
に
、
町
内
在
住
の
青
年
男
女
（
十
五
歳
か
ら
三
十
歳
ま
で
）

の
約
七
百
人
に
無
作
為
抽
出
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
青
年
が
江
府
町
を
ど
う
み
て
、
ど
の
よ
う
に
感

じ
て
い
る
か
を
た
ず
ね
た
も
の
で
す
。

青
年
の
意
向
を
知
る
上
で
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

質
問
六
に
、
「
将
来
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
力
を
い
れ
る
べ
き
か
」
　
に
対

し
て
「
地
域
保
健
医
療
機
関
の
充
実
」

二
〇
・
八
％
、
そ
の
次
に
　
「
商
業
の

活
性
化
」
一
八
・
〇
％
、
そ
し
て
、

企
業
誘
致
、
高
齢
者
対
策
な
ど
で
す
。

質
問
ヒ
に
、
「
企
業
誘
致
が
叶
能

な
れ
ば
、
働
い
て
み
た
い
か
」
　
に
対

し
て
、
「
は
い
」
　
二
八
二
ハ
％
、
「
わ

か
ら
な
い
」
　
四
〇
・
八
％
、
「
い
い

え
」
　
三
〇
∴
ハ
％
で
、
「
働
い
て
み

た
い
」
　
と
回
答
し
た
方
の
八
ム
％
以

上
は
　
「
内
容
に
よ
っ
て
」
　
と
回
答
し

て
い
ま
す
‥
）

ま
た
、
質
問
八
に
、
「
町
内
に
住

宅
が
整
備
さ
れ
た
ら
、
そ
こ
に
住
ん

で
み
た
い
か
」
　
に
対
し
て
、
「
住
み

た
い
」
　
は
一
七
・
五
％
、
「
い
い
え
」

は
四
三
・
三
％
、
「
わ
か
ら
な
い
」

は
三
九
二
一
％
で
「
住
み
た
い
」
　
の

内
訳
に
は
町
内
か
ら
の
移
転
が
ヒ
五

％
、
町
外
か
ら
の
移
転
．
八
・
ヒ
％

で
す
。

江
府
町
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

72
％
「
住
み
よ
い
、
住
ん
で
み
た
い
」
・
「
普
通
」

今
後
、
町
に
ど
ん
な
施
設
を
望
む
か
。

第
一
位
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
4
1
％

第
二
位
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
2

9
％

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
企
業
誘
致
、

住
宅
団
地
な
ど
に
対
す
る
意
識
調
査

を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
質
問
は

九
項
目
。
そ
の
主
な
質
問
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
み
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
質
問
五
に
　
「
あ
な
た
は
江
府
町

を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
」

に
対
し
て
、
「
住
み
よ
い
、
住
ん
で

み
た
い
」
、
「
普
通
」
　
の
回
答
を
合

せ
る
と
ヒ
二
・
四
％
。
そ
の
理
由
と

し
て
、
「
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
人

情
が
豊
か
で
あ
る
」
　
の
回
答
が
九
一

・
二
％
を
示
し
て
い
る
。

反
面
、
「
住
み
に
く
い
」
　
と
の
回

答
の
主
な
理
由
と
し
て
、
「
働
く
場

所
が
少
な
い
」
、
「
交
通
が
不
便
」

「
買
物
が
不
便
」
　
を
ど
が
あ
る

▼

質
問
九
で
、
「
今
後
、
町
に
こ
ん

な
施
設
が
あ
れ
は
よ
い
と
思
う
か
¶

の
回
答
と
し
て
、
甘
レ
ジ
ャ
ー
施
設

（
公
園
、
ホ
ー
ル
、
室
内
フ
ー
ル
、

ナ
供
の
遊
び
場
）
　
四
六
・
九
％
且
ス

ー

パ

Ⅰ

、

シ

ョ

ソ

ビ

ン

グ

セ

ン

タ

ー

二
八
∴
ハ
％
且
娯
楽
施
設
（
ゲ
ー
ム

セ

ン

タ

ー

、

カ

ラ

オ

ケ

ボ

ノ

ク

ス

な

ど
）
一
九
・
▲
▲
一
％
④
医
療
施
設
∵
ハ

：
一
％
⑥
図
書
館
五
・
一
％
⑥
福
祉

施
設
四
二
％
⑦
住
宅
三
二
％
／
＆

保
育
所
．
二
・
一
％
な
ど
で
す
。

な
お
、
年
代
層
に
よ
っ
て
、
多
少

異
な
る
も
の
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

【
町
長
か
ら
ひ
と
こ
と
】

町
内
の
青
年
に
対
し
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
み
て
、
若
者
定
住
対
策

に
つ
い
て
福
田
町
長
か
ら
ひ
と
こ
と

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●

若
い
人
の
定
住
の
た
め
に
働
く
場
、

住
宅
　
（
本
年
度
六
戸
の
町
営
住
宅
建

設
）
対
策
は
緊
急
課
題
と
し
て
奥
大

山
開
発
公
社
で
交
渉
中
で
あ
り
ま
す

が
、
定
住
条
件
の
第
一
位
の
保
健
医

療
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
定
住
医

師
誘
致
と
将
来
に
む
け
て
保
健
セ
ン

タ
ー
新
設
が
急
が
れ
る
と
存
じ
ま
す
。

第
二
位
に
浮
上
し
て
参
り
ま
し
た

商
店
街
の
活
性
化
「
買
物
が
不
便
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
行
政
座
談
会
等

で
も
強
い
町
民
要
望
で
あ
り
ま
す
。

今
、
商
工
会
を
中
心
に
行
政
も
積

極
的
支
援
に
よ
る
町
づ
く
り
検
討
会

の
結
論
を
早
急
に
出
し
て
対
応
い
た

し
ま
す
。

総
じ
て
、
人
生
余
暇
時
代
を
迎
え

親
子
そ
ろ
っ
て
日
常
生
活
上
、
卜
水

道
等
も
完
備
さ
れ
、
買
物
、
レ
ジ
ャ

ー
施
設
に
恵
ま
れ
た
、
よ
い
環
境
で

安
心
し
て
楽
し
く
生
活
の
で
き
る
都

市
と
の
格
差
の
な
い
町
づ
く
り
に
向

け
て
の
条
件
整
備
を
念
願
い
た
し
ま

す
。


